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（
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〇
日
法
律
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一
、
提
案
理
由（
平
成
二
七
年
四
月
一
五
日
・
衆
議
院
国
土
交
通
委

員
会

）

○
太
田
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
水
防
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
の
提
案
理
由
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
多
発
す
る
浸
水
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
の
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
施
設
に

つ
い
て
、
老
朽
化
対
策
に
よ
り
機
能
を
持
続
的
に
確
保
す
る
ほ
か
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
こ
の
た
び
こ
の
法
律
案
を
提
案
す
る
こ
と
と

し
た
次
第
で
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
現
行
の
洪
水
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て
、
想
定
し
得

る
最
大
規
模
の
降
雨
を
前
提
と
し
た
区
域
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
、
い
わ
ゆ
る
内
水
及
び
高
潮
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
制
度
を
設
け
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
都
市
機
能
が
集
積
し
、
下
水
道
の
み
で
は
浸
水
被
害
へ
の
対

応
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
、
民
間
の
設
置
す
る
雨
水
貯
留
施
設
を
下
水

道
管
理
者
が
協
定
に
基
づ
き
管
理
す
る
制
度
等
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

第
三
に
、
下
水
道
の
機
能
を
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め
、
下
水
道
の
維

持
修
繕
基
準
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
日
本
下
水
道
事
業
団
が
管
渠
の
更

新
や
維
持
管
理
及
び
下
水
道
工
事
の
代
行
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
下
水
道

の
暗
渠
内
に
民
間
事
業
者
が
熱
交
換
器
を
設
置
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

規
制
緩
和
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
案
す
る
理
由
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
が
速
や
か
に
成
立
い
た
し
ま
す
よ
う
、
御
審
議
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
四
月
二
一
日
）

○
今
村
雅
弘
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
多
発
す
る
浸
水
被
害
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
管
理
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を
よ
り
適
切
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第
一
に
、
現
行
の
洪
水
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て
、
想
定
し
得

る
最
大
規
模
の
降
雨
を
前
提
と
し
た
区
域
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
内
水

及
び
高
潮
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
主
と
し
て
市
街
地
に
お
け
る
雨
水
の
み
を
排
除
す
る
た
め
に

地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
下
水
道
で
、
河
川
等
に
当
該
雨
水
を
放
流
す

る
も
の
等
を
、
雨
水
公
共
下
水
道
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、第

三
に
、
都
市
機
能
が
集
積
し
、
下
水
道
の
み
で
は
浸
水
被
害
へ
の
対

応
が
困
難
な
区
域
に
お
い
て
、
民
間
の
設
置
す
る
雨
水
貯
留
施
設
を
下
水

道
管
理
者
が
協
定
に
基
づ
き
管
理
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、

第
四
に
、
下
水
道
の
維
持
修
繕
基
準
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
日
本
下

水
道
事
業
団
が
、
高
度
の
技
術
を
要
す
る
管
渠
の
更
新
や
維
持
管
理
及
び

下
水
道
工
事
の
代
行
等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
四
月
十
三
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
十
五
日
太
田
国

土
交
通
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、十
七
日
、質
疑
を
行
い
、

質
疑
終
了
後
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告（
平
成
二
七
年
五
月
一
三
日
）

○
広
田
一
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
多
発
す
る
浸
水
被
害
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道

管
理
を
よ
り
適
切
な
も
の
と
す
る
た
め
、
浸
水
想
定
区
域
制
度
の
拡
充
、

雨
水
貯
留
施
設
に
係
る
管
理
協
定
制
度
の
創
設
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
の
推
進
、
日
本
下
水
道
事
業
団
に
よ
る
下
水
道
管
理
者
の
権
限

代
行
制
度
の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
高
知
県
へ
の
委
員
派
遣
を
実
施
を
す
る
と

と
も
に
、
下
水
道
事
業
の
運
営
体
制
や
地
方
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
在

り
方
及
び
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
作

成
支
援
と
周
知
に
向
け
た
取
組
の
必
要
性
、
地
下
街
等
に
お
け
る
浸
水
対

策
、
民
間
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
に
係
る
支
援
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
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